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会

長

大

舘

眞

平
成
二
十
年
度
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
は
、
百
年

に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
経
済
危
機
下
で
あ
り
ま
し
た
が
、

住
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
順
調
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

二
十
一
年
度
も
引
き
続
き
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
と

思
わ
れ
、
当
協
議
会
に
お
い
て
も
こ
の
状
況
を
乗
り
切
る

た
め
に
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な
が
ら
、
益
々
の

事
務
・
事
業
の
効
率
化
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
あ
る
朝
古
里
小
学
校
の
近
く
で
、
お
年
寄
り
が

七
、
八
名
の
児
童
を
連
れ
て
歩
い
て
い
る
姿
を
車
か
ら
垣

間
見
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
目
は
と
て
も
優
し
く
、
小
学

生
の
目
は
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
生
き
生
き
と
見
え
、
ほ
の

ぼ
の
と
感
じ
ま
し
た
。

後
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
何
年
も
前
か

ら
小
丹
波
の
老
人
会
の
会
員
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
毎
朝
寸
庭
の
方
か
ら
小
学
校
ま
で
引
率
し
て
頂
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
お
年
寄
り
の
活
動
は
、
児

童
の
安
全
登
校
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
お
年
寄
り
ご
自
身
に
と
っ
て
も
、
や
り
が

い
や
子
供
と
の
ふ
れ
あ
い
、
歩
く
こ
と
で
の
健
康
管
理
な

ど
、
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
、
児
童
の
交
通
安
全
、
犯
罪
防
止
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
我
が
町
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
広
く
言
え
ば
、
自
治
会
の

役
員
、
消
防
団
員
、
民
生
児
童
委
員
、
交
通
安
全
協
会
の

役
員
、
防
犯
協
会
の
役
員
、
体
育
協
会
の
役
員
な
ど
多
く

の
皆
様
が
地
道
に
活
動
し
て
頂
い
て
、
町
が
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

地
域
福
祉
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
、
食

事
の
配
膳
・
容
器
洗
い
や
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
施

設
の
お
手
伝
い
や
慰
問
な
ど
な
ど
幅
広
い
活
躍
の
場
が
あ

り
ま
す
。

当
協
議
会
に
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
十

六
で
、
個
人
登
録
を
合
わ
せ
て
二
百
四
十
四
名
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
・
個
人
が
思
い
思
い
に
余
暇
を
利

用
し
て
、
他
人
の
た
め
に
無
償
で
労
力
を
惜
し
ま
ず
提
供

し
て
い
る
こ
と
に
頭
の
下
が
る
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

住
み
よ
い
町
の
条
件
は
、
交
通
の
便
が
よ
い
こ
と
、
公

共
施
設
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
教
育
文
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
生
き

生
き
と
活
躍
し
て
い
る
町
も
大
き
な
要
素
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
町
民
皆
様
の
多
く
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
頂
け
れ
ば
、
支
え
合
っ
て
生
き
る

良
い
町
に
き
っ
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
も
生
き
甲
斐
を
見
つ
け
る
た
め
に
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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１．基本方針

わが国の総人口に占める６５歳以上の高齢者の割合は２０％を超え、少子高齢

化がますます進展し、核家族化、家庭機能や地域社会の福祉力の低下、世界的な

経済不況を背景とする低所得、貧困問題の広がり、公的制度や施策の問題など、

様々な社会的要因から、地域福祉の課題はますます多様化、複雑化しています。

これまでに国、地方公共団体をはじめ、社会福祉協議会やボランティアグループ、

NPO団体等では、様々な福祉施策に取り組んでまいりました。特に高齢者や障がい

者を中心に、住み慣れた地域で必要な支援を得ながら自立した生活を送ることが

できるよう、福祉のまちづくりを推進してまいりましたが、今後さらに、生きが

い、社会参加、外出支援、日中活動支援、介護予防、認知症予防、子どもの安全

を守る活動等の事業の充実が求められています。

近年の介護サービスを巡っては、介護従事者の離職率が高く、人材確保が困難

であるといった状況から、昨年の通常国会で「介護従事者等の人材確保のための

介護従事者の処遇改善に関する法律」が成立、こうした状況を踏まえ、人材確保

と安定的サービスの提供を図るため、本年４月から介護報酬３％の引き上げが行

われます。また、障害者自立支援法では、現在、旧体系により運営している施設

についても平成２４年までに新体系へ移行することが定められています。

このような状況のなかで、当協議会では平成１８年度を初年度とする「やすら

ぎ・ふれあい・おもいやりのあるまち 奥多摩」をキャッチフレーズとした、地

域福祉活動計画「やまびこ計画」を、町の地域保健福祉計画及び障害福祉計画等

との整合性を図りつつ推進していきます。

法人の経営については、平成１９・２０年度で職員数、人件費、高齢者在宅サー

ビスセンターの運営等、事務事業全般にわたって見直しと経費の削減を行い、一

定の成果を得たところであります。引き続き、民間事業者の参入が期待できない

部門の通所介護、居宅介護及び居宅介護支援事業について、住民サービスの向上

と経営の安定化に努めてまいります。

町から受託している「筋力向上トレーニング事業」、「外出支援サービス事業」、

「配食サービス事業」、「福祉会館管理運営事業」は、利用者のサービス向上を

図り、効率的、効果的な運営を行ってまいります。

「地域福祉」は、行政、民間企業、NPO法人等の団体はもちろん、同じ地域に暮

らす住民同士が助け合い、支え合いながら、みんなで力を合わせて取り組んでい

く必要があります。

今年度も役職員一丸となって地域福祉の向上に努めてまいりますので、町民皆

様のなお一層のご支援とご協力をお願いいたします。
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２． 法人 運営 事業

（１ ）役 員会 等の 開 催

法 人 運営 の 基 盤強 化 、 介護 保 険 事 業等 の 効 果的 事 業 展 開及 び 安 定 し た 運

営を 図る ため に 正副 会長 会・ 理事 会・ 評議 員会 を開 催 いた しま す。

① 正副 会長 会 随時

② 理事 会 年５ ～６ 回 開催

③ 評議 員会 年３ 回 開催

（２ ）監 事会 の開 催

事 業 計画 ・ 予 算及 び 事 業報 告 ・ 決 算等 の 執 行状 況 等 に つい て 監 査 し て い

ただ く監 事会 を 開催 いた しま す。

① 決算 監査 ５ 月開 催

② 中間 監査 １ ０月 開催

（３ ）社 会福 祉協 議 会会 員の 増強 及び 自主 財源 の確 保

社 会 福祉 協 議 会が 事 業 展開 し て い る地 域 福 祉活 動 を 町 民皆 様 に ご 理 解 い

ただき、その財源となる会員（会費）及び寄付金の増強を図ります。また、

奥 多 摩 町及 び 東 京都 社 会 福祉 協 議 会 の受 託 事 業を 通 じ て 運営 資 金 の 確 保 を

図る 他、 福祉 バ ザー を開 催し 、基 金へ の積 立財 源の 確 保に 努め ます 。

① 会員 会費 の 増強 月間 ６月 （年 間を 通じ 受付 ）

② 寄付 金の 申 し込 み受 付 （ 年間 を通 じ受 付）

③ 第１ １回 福 祉バ ザー 開催 ４ 月１ ８日

（４ ）調 査・ 企画 ・ 啓発

社 会 福祉 に 功 績の あ っ た方 々 へ の 表彰 並 び にめ で た く 金婚 を お 迎 え に な

られ たご 夫妻 を お祝 いし 、福 祉大 会を 開催 いた しま す 。

① 奥多 摩町 福 祉大 会 １ １月

（５ ）普 及宣 伝

広 報 「お く た まふ く し 」の 発 行 、 また 、 奥 多摩 町 社 会 福祉 協 議 会 の ホ ー

ムペ ージ によ り 情報 公開 と社 会福 祉協 議会 活動 の周 知 を図 りま す。

① 「お くた ま ふく し」 の発 行

発行 回数 年４ 回 （ ４月 、７ 月、 １０ 月、 １ 月）

発行 部数 ２， ９０ ０部 （１ 回）

② ホー ムペ ー ジに よる 広報

（６ ）地 域福 祉活 動 計画 「や まび こ計 画」 の推 進

平成１８年度を初年度とする、第２期地域福祉活動計画「やまびこ計画」

と 奥 多 摩町 地 域 保健 福 祉 計画 （ 後 期 ）と の 整 合性 を 図 り つつ 推 進 い た し ま

す。

３． 地域 福祉 事業

（１ ）高 齢者 福祉 事 業

在 宅 の高 齢 者 が住 み 慣 れた 地 域 で 、健 康 で 安心 し た 生 活が 送 れ る よ う 支

援い たし ます 。

① ふれ あい 仲 間づ くり 旅行 の実 施（ 対象 単 身高 齢 者）

② 金婚 のお 祝 い（ 奥多 摩町 福祉 大会 ）
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③ 敬老 祝い 金 の贈 呈（ 在宅 最高 齢者 ・米 寿）

④ 奥多 摩町 老 人ク ラブ 連合 会年 間事 業へ の協 力

○理 事会 ・ 役員 会開 催 月１ 回

○会 員親 睦 旅行

○ゲ ート ボ ール 大会

○合 同講 演 会（ 年金 友の 会）

（２ ）障 がい 者福 祉 事業

障 が い者 が 、 自立 し た 生活 を 送 り 、積 極 的 な社 会 参 加 が図 れ る よ う 支 援

いた しま す。

① 奥多 摩町 身 体障 害者 福祉 協会 年間 事業 への 協力

○身 障協 会 会員 一泊 研修 ６月 実施

○ふ れあ い スポ ーツ 大会 １０ 月開 催

② 町内 重度 障 がい 者日 帰り 見学 会（ 町事 業へ の協 力 ）

③ 西多 摩地 区 障が い者 絵画 展の 開催 ９月 ～１ ０ 月頃

④ 精神 障が い 者の つど い「 なご み運 営委 員会 」事 業 への 協力

（３ ）ひ とり 親家 庭 、乳 幼児 及び 児童 福祉 事業

地 域に おけ る 育児 環境 の福 祉向 上を 図り ます 。

① ひと り親 家 庭及 び低 所得 世帯 の小 中学 校入 卒祝 い 金の 贈呈

② 奨学 就学 資 金の 借入 れ斡 旋

③ 保育 園児 観 劇招 待

（４ ）在 宅福 祉サ ー ビス 事業

在 宅 の高 齢 者 及び 障 が い者 等 に 福 祉サ ー ビ スを 利 用 し てい た だ く こ と に

より 利用 者並 び に介 護者 の負 担を 軽減 でき るよ うに 努 めま す。

① 介護 機器 等 の貸 出し

（介 護ベ ッ ド、 車い す、 ポー タブ ルト イレ 、エ ア ーマ ット ）

② 介護 用品 の 交付 事業 （町 事業 への 協力 ）

１か 月５ ０ 枚を 限度 とし 、紙 オム ツを 無償 交付 い たし ます 。

（５ ）有 償家 事援 助 サー ビス 事業

住 民 の参 加 と 協力 の も と、 会 員 制 を取 り 入 れ有 償 に よ り、 高 齢 者 世 帯 等

へ 日 常 生活 に 必 要な 家 事 援助 及 び 簡 単な 介 助 等の サ ー ビ スを 提 供 し 、 住 民

の連 帯と 相互 扶 助を 促進 しま す。

（６ ）ま ごこ ろ助 成 事業

地 域 福祉 、 ボ ラン テ ィ ア事 業 等 を 行う 団 体 へ公 募 に よ る、 単 年 度 の 助 成

事業 を行 う。

（７ ）そ の他

靖 国 神社 参 拝 と合 同 慰 霊祭 を 隔 年 で実 施 し てお り 、 平 成２ １ 年 度 は 合 同

慰霊 祭を 実施 い たし ます 。

① 合同 慰霊 祭 １０ 月頃

４． ボラ ンテ ィア 活 動推 進事 業

誰も が 気 軽に 足 を 運ん で い ただ き 、 ボ ラン テ ィ ア情 報 の 入 手や 相 互 の 意 見 交
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換 など で き るよ う 常 時開 放 し 、効 果 的 な ボラ ン テ ィア 活 動 の 振興 が で き る よ う

充 実し た 環 境・ 拠 点 づく り に 努め ま す 。 さら に 、 それ ぞ れ 養 成研 修 事 業 、 組 織

化 事業 、 広 報・ 啓 発 事業 等 を 推進 し “ 町 民み な ボ ラン テ ィ ア 運動 ” を 展 開 し て

ま いり ま す 。ま た 、 大規 模 な 災害 時 に 即 応で き る よう 、 災 害 ボラ ン テ ィ ア 活 動

に必 要な 整備 を図 り ます 。

（１ ）養 成研 修事 業

① 青少 年夏 ボ ラン ティ ア体 験学 習

② 手話 講習 会 の開 催

③ 点字 講習 会 の開 催

④ ボラ ンテ ィ アの 集い の開 催

（２ ）組 織化 ・登 録 斡旋 事業

① ボラ ンテ ィ ア・ セン ター おく たま 運営 委員 会の 開 催

② ボラ ンテ ィ ア団 体連 絡協 議会 の開 催

③ 登録 ボラ ン ティ アの 拡大

④ 新規 ボラ ン ティ ア及 びボ ラン ティ アグ ルー プの 開 拓

⑤ ボラ ンテ ィ ア受 入れ 施設 との 連絡 調整 及び ボラ ン ティ ア斡 旋

（３ ）災 害ボ ラン テ ィア 活動 事業

① 大規 模な 災 害時 に必 要と され る備 品等 の整 備

（４ ）広 報・ 啓発 事 業

① ボラ ンテ ィ ア通 信発 行（ 社協 広報 紙同 時発 行 年 ４回 ）

② ホー ムペ ー ジに よる 広報

５． 福祉 団体 等へ の 助成 事業

各団 体 等 に助 成 す るこ と に より 、 社 会 的自 立 、 社会 復 帰 又 はそ の 活 動 の 活 性

化に つな がる よう に 支援 いた しま す。

（１ ）助 成対 象団 体 等

① 保護 司会

② 奥多 摩町 自 治会 連合 会

③ 奥多 摩町 老 人ク ラブ 連合 会

④ 奥多 摩町 身 体障 害者 福祉 協会

⑤ 奥多 摩町 遺 族会

⑥ 保育 園（ 古 里・ 氷川 ）

⑦ タン ポポ の 会（ 知的 障が い児 世帯 の自 主活 動グ ル ープ ）

⑧ なご み運 営 委員 会（ 精神 障が い者 のつ どい ）

⑨ ぐー ちょ き ぱー （自 主保 育グ ルー プ）

⑩ ちび っこ ク ラブ （自 主保 育グ ルー プ）

⑪ 少年 野球 ク ラブ （古 里）

⑫ 奥多 摩町 柔 道会

⑬ 奥多 摩町 剣 道会

⑭ 少年 少女 ス ポー ツ大 会

⑮ 少年 サッ カ ーチ ーム
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６． 受託 事業

町、 東 京 都社 会 福 祉協 議 会 から 在 宅 福 祉サ ー ビ ス事 業 等 を 受託 し 、 地 域 に お

け る福 祉 ニ ーズ に 即 応し な が ら効 果 的 な 事業 展 開 を図 り ま す 。ま た 、 受 託 事 業

で 介護 予 防 事業 の 一 環と し て 「筋 力 向 上 トレ ー ニ ング 事 業 」 を実 施 し 、 高 齢 者

が でき る 限 り要 介 護 状態 に 陥 るこ と な く 、健 康 で いき い き し た生 活 を 送 れ る よ

う支 援い たし ます 。

（１ ）外 出支 援サ ー ビス 事業

高 齢 者の 方 を 対象 に 、 町内 医 療 機 関へ 通 院 時の 送 迎 を 行う こ と に よ り 利

便性 を図 りま す 。

月曜 日 古 里診 療所 （ 午前 ・午 後）

火曜 日 双 葉会 診療 所（ 午前 ）

水曜 日 川 辺医 院 （ 午前 ）

木曜 日 奥 多摩 病院 （ 午前 ）

金曜 日 奥 多摩 病院 （ 午前 ） 峰谷 診療 所 （ 午後 ）

（２ ）筋 力向 上ト レ ーニ ング 事業

町 の 基本 健 康 診査 を 受 診し 、 医 師 から 「 特 定高 齢 者 」 と判 定 さ れ た 方 の

申 請 を 受け 、 機 械を 使 っ たト レ ー ニ ング 及 び 簡単 な 体 操 を行 い 、 身 体 機 能

を向 上さ せ、 安 心し た自 宅で の生 活が 継続 でき るよ う 支援 いた しま す。

週２ 回（ 火 ・木 ）福 祉会 館２ 階機 能訓 練室 で実 施

３か 月を １ 単位 とし 、個 別に 目標 を設 定

① ウォ ーミ ン グア ップ （ス トレ ッチ ・軽 体操 １ ５ 分間 ）

② 機械 を使 っ て筋 力ト レー ニン グ（ ６０ 分間 ）

③ クー ルダ ウ ン（ スト レッ チ・ 軽体 操 １５ 分間 ）

（３ ）生 活福 祉資 金 貸付 事業

低 所 得世 帯 、 心身 障 が い者 世 帯 等 の自 立 を 促進 す る た めに 資 金 の 貸 付 事

務を行い、世帯更正の援助を行います。また、離職者支援資金においては、

失 業 に より 生 計 の維 持 が 困難 と な っ た世 帯 に 対し 、 再 就 職ま で の 間 の 生 活

資金 の貸 付事 務 を行 い、 失業 者世 帯の 自立 を支 援い た しま す。

（４ ）地 域福 祉権 利 擁護 事業

地 域 で暮 ら し てい る 高 齢者 、 知 的 障が い 者 、精 神 障 が い者 等 の 方 で 、 判

断 能 力 が不 十 分 なた め 福 祉サ ー ビ ス の利 用 等 が自 分 で は 難し い 方 の 相 談 窓

口 と な り、 権 利 の擁 護 に 努め ま す 。 また 、 平 成２ １ 年 度 より 、 基 幹 的 社 協

とし て事 業展 開 いた しま す。

７． 奥多 摩町 福祉 会 館指 定管 理事 業

平成 ２ ０ 年度 か ら ４か 年 、 町よ り 「 奥 多摩 町 福 祉会 館 指 定 管理 者 」 の 指 定 を

受 け、 奥 多 摩町 福 祉 会館 の 効 果的 な 運 営 ・管 理 を 行い ま す 。 予約 の 受 付 で は 、

従来の窓口、電話による受付の他、インターネットを通じて予約状況を公開し、

利 用希 望 者 自ら 直 接 、仮 予 約 を受 け 付 け ます 。 ま た、 利 用 料 の納 入 受 付 や 領

収 書の 発 行 等も 当 法 人で 行 い 、受 付 事 務 の合 理 化 を図 り 、 住 民へ の よ り よ い

サー ビス の向 上に 努 めま す。
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８． たす けあ いの 推 進事 業

自治 会 を はじ め 各 事業 所 、 各団 体 等 の 協力 を 得 て、 相 互 扶 助を 理 念 と し 、 町

民皆様のご理解、ご協力をいただきながら、たすけあい事業を推進いたします。

（１ ）日 本赤 十字 社 員増 強運 動 ５月

日 赤 社資 （ 皆 様か ら 寄 せら れ た 会 費） は 、 災害 救 援 、 献血 事 業 、 看 護 施

設運 営及 び福 祉 事業 など に充 てら れま す。

（２ ）赤 い羽 根共 同 募金 運動 １ ０月

都 内 の社 会 福 祉施 設 や 在宅 福 祉 サ ービ ス 等 に配 分 さ れ 、ま た 、 町 内 に お

け る 募 金額 の ２ ５％ が 奥 多摩 町 社 会 福祉 協 議 会の 地 域 福 祉活 動 費 に 充 て ら

れま す。

（３ ）歳 末た すけ あ い・ 地域 福祉 募金 運動 １２ 月

歳 末 たす け あ い運 動 は 、戦 後 の 生 活困 窮 者 への 見 舞 金 配布 な ど 特 定 の 方

へ の 経 済的 救 済 から 、 少 子・ 高 齢 社 会の 進 展 等の 社 会 状 況の 変 化 に 伴 い 、

普 遍 的 な在 宅 福 祉サ ー ビ スの 供 給 へ と移 行 さ れて い ま す 。奥 多 摩 町 に お い

て も 、 従来 の 高 齢者 や 寝 たき り の 方 々へ の 見 舞金 、 介 護 用品 等 の 配 布 は 廃

止 し 、 要援 護 世 帯へ の 見 舞金 や 災 害 見舞 金 は 継続 し つ つ 、複 雑 ・ 多 様 化 す

る住 民福 祉ニ ー ズに 対応 する ため に、 地域 福祉 活動 の 充実 を図 りま す。

（ 前 年 度の 歳 末 たす け あ い・ 地 域 福 祉募 金 の うち 、 東 京 都共 同 募 金 会 に 納

付さ れた 募金 は 、今 年度 の地 域福 祉活 動費 に充 てら れ ます ）

① 奥多 摩町 福 祉大 会事 業

② 介護 機器 貸 出事 業

③ まご ころ 助 成事 業

④ 高齢 者福 祉 事業 （ふ れあ い仲 間づ くり 旅行 ）

⑤ サン タク ロ ース クリ スマ スプ レゼ ント 助成 事業 （ 自主 保育 グル ープ ）

⑥ 一人 親世 帯 ・低 所得 世帯 入卒 祝い 金給 付事 業

⑦ 保育 園児 観 劇招 待事 業

⑧ 障が い者 福 祉事 業

⑨ ボラ ンテ ィ ア活 動推 進事 業

⑩ ボラ ンテ ィ ア通 信発 行事 業

⑪ 低所 得世 帯 調査

９． 奥多 摩町 高齢 者 在宅 サー ビス セン ター 事業

介護 保 険 法上 の 介 護サ ー ビ ス事 業 者 と して 、 通 所介 護 事 業 を中 心 に 、 高 齢 者

が 安心 し て この 地 域 で生 活 が 送れ る よ う 、要 支 援 者か ら 要 介 護者 ま で 総 合 的 通

所 介護 ・ 予 防通 所 介 護サ ー ビ スを 提 供 し ます 。 ま た、 町 受 託 事業 等 と し て 配 食

サー ビス 事業 を展 開 して まい りま す。

職員に対し各種研修を行い、資質向上を図り、サービスの質の向上に努めます。

（１ ）通 所介 護事 業 （介 護保 険事 業）

要 介 護状 態 の 方を 対 象 とし 、 月 曜 日か ら 金 曜日 を 開 所 し午 前 ９ 時 ３ ０ 分

か ら 午 後３ 時 ３ ０分 ま で 来所 し て い ただ き 、 居宅 介 護 支 援計 画 に 位 置 づ け

ら れ た 、日 中 の 介護 サ ー ビス を 提 供 いた し ま す。 生 活 相 談員 、 看 護 師 、 介

護 職 員 、栄 養 士 など を 適 正に 配 置 し 、健 康 チ ェッ ク 、 趣 味生 き が い 活 動 、

入 浴 や 排泄 な ど の身 体 介 護、 栄 養 バ ラン ス を 考え た 食 事 の提 供 な ど を 実 施
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し ま す 。利 用 者 の自 立 を でき る 限 り 支援 し 、 心身 機 能 の 維持 向 上 な ど を 目

標に個別の援助計画を作成します。また、ご家族の介護負担の軽減を図り、

安心 して 在宅 介 護が 続け られ るよ うに 支援 しま す。

（２ ）介 護予 防通 所 介護 事業 （介 護保 険事 業）

要 支 援状 態 の 方を 対 象 に、 介 護 予 防プ ラ ン に位 置 づ け られ た 、 日 中 の 支

援 サ ー ビス を 提 供い た し ます 。 対 象 者が 住 み 慣れ た こ の 地域 で 、 で き る 限

り 自 立 した 生 活 が継 続 で きる よ う 、 個別 の 援 助計 画 を 作 成し 、 心 身 機 能 の

現 状 維 持、 向 上 を目 標 に 支援 し ま す 。専 門 職 員を 配 置 し 、運 動 器 機 能 向 上

サ ー ビ スや 口 腔 機能 向 上 サー ビ ス を 提供 し 、 共通 サ ー ビ スと し て 、 予 防 に

視 点 を 置い た 様 々な 活 動 を、 利 用 者 が主 体 的 に取 り 組 み 楽し む 課 程 か ら 、

そ の 生 活を 再 び いき い き した も の に して い く 、き っ か け にな る よ う な 諸 活

動を 提供 いた し ます 。

（３ ）配 食サ ービ ス 事業 （町 受託 事業 ）

高 齢 者の ひ と り暮 ら し 又は 高 齢 者 のみ の 世 帯で 、 食 事 の調 理 等 が 困 難 な

方 を 対 象に 、 安 否確 認 を 兼ね な が ら 保温 容 器 にて 、 栄 養 バラ ン ス の と れ た

食 事 （ 月・ 水 ・ 金の 夕 食 ）を お 届 け しま す 。 また 、 食 の 確保 と 食 の 自 立 の

観 点 か ら、 十 分 なア セ ス メン ト を 行 い計 画 的 ・有 機 的 に 提供 す る こ と を 目

的とし、事業の実施に当たっては、対象者の状況把握を行い、効果的なサー

ビス を提 供い た しま す。

１０ ．ヘ ルパ ース テ ーシ ョン “お くた ま” 事業

利用 者 宅 へホ ー ム ヘル パ ー の派 遣 を 行 い、 地 域 で生 活 す る 高齢 者 や 障 が い 者

の 方た ち が いつ ま で も、 住 み 慣れ た 我 が 家で 安 心 して 生 活 が 送れ る よ う に 支 援

い たし ま す 。ご 利 用 者が 生 活 して い く 上 で必 要 と なる ニ ー ズ にき め 細 や か な 対

応 がで き る よう に 、 介護 保 険 事業 だ け で はな く 、 法人 独 自 に 有償 家 事 援 助 サ ー

ビス 事業 を展 開し 、 総合 的な 在宅 生活 の担 い手 とし ての 役 割を 果た しま す。

ホームヘルパーに対し定期的な研修会の実施や外部研修を取り入れることで、

治 療食 や 専 門的 な 介 護技 術 の 習得 に 力 を 入れ 、 ホ ーム ヘ ル パ ー個 々 の 能 力 向 上

を図 り、 安全 で質 の 高い ホー ムヘ ルプ サー ビス を提 供で き るよ うに 努め ます 。

（１ ）訪 問介 護事 業 （介 護保 険事 業）

居 宅 にお い て 要介 護 状 態に あ り 、 介護 を 必 要す る 方 を 対象 に ホ ー ム ヘ ル

パ ー を 派遣 し 、 居宅 介 護 支援 計 画 に 位置 づ け られ た 介 護 サー ビ ス を 提 供 い

た し ま す。 ま た 、ご 利 用 者や ご 家 族 と相 談 し 訪問 介 護 計 画を 作 成 い た し ま

す。

主 な援 助内 容 生 活援 助 掃除 、洗 濯、 食事 作り 、 買い 物な ど

身 体介 護 入浴 介助 、排 泄介 護、 通 院介 助な ど

活 動時 間 月 ～土 午 前９ 時０ ０分 ～午 後４ 時 ３０ 分

（２ ）介 護予 防訪 問 介護 事業 （介 護保 険事 業）

居 宅 にお い て 要支 援 状 態に あ り 、 何ら か の 生活 援 助 を 必要 す る 方 を 対 象

に ホ ー ムヘ ル パ ーを 派 遣 し、 ホ ー ム ヘル パ ー との 共 同 作 業を 行 い 、 自 立 支

援 を 目 的と し た 介護 予 防 プラ ン に 位 置づ け ら れた 、 介 護 予防 サ ー ビ ス を 提

供 い た しま す 。 また 、 ご 利用 者 や ご 家族 と 相 談し 予 防 訪 問介 護 計 画 を 作 成

いた しま す。
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主 な援 助内 容 生 活援 助、 掃除 、洗 濯、 食事 作り 等 の見 守り 、助 言、

共 同作 業

活 動時 間 月 ～土 午 前９ 時０ ０分 ～午 後４ 時 ３０ 分

（３ ）居 宅介 護支 援 事業 （障 害者 自立 支援 法）

居 宅 にお い て 身体 障 が い者 （ 児 ） 及び 知 的 障が い 者 （ 児） の 方 々 を 対 象

に 、 ホ ーム ヘ ル パー を 派 遣し 、 介 護 サー ビ ス を提 供 い た しま す 。 ま た 、 ご

利用 者や ご家 族 と相 談し 訪問 介護 計画 を作 成い たし ま す。

主 な援 助内 容 生 活援 助 掃除 、洗 濯、 食事 作り な ど

身 体介 護 入浴 介助 、排 泄介 護、 通 院介 助な ど

活 動時 間 月 ～土 午 前９ 時０ ０分 ～午 後４ 時 ３０ 分

（４ ）障 害者 移動 支 援事 業（ ガイ ドヘ ルパ ー派 遣事 業）

屋 外 で移 動 が 困難 な 障 がい 者 （ 児 ）の 方 を 対象 に 、 社 会生 活 上 不 可 欠 な

外出 や余 暇活 動 等の 社会 参加 のた めの 外出 の支 援を い たし ます 。

主 な援 助内 容 外 出時 にお ける 付添 い

活 動時 間 月 ～土 午 前９ 時０ ０分 ～午 後４ 時 ３０ 分

１１ ．ケ アサ ポー ト 奥多 摩事 業

（１ ）指 定居 宅介 護 支援 事業 （介 護保 険事 業）

介 護 保険 法 令 に則 り 、 地域 で 暮 ら す要 介 護 状態 に あ る 高齢 者 に 対 し て 、

居 宅 介 護支 援 計 画 (ケ ア プ ラン )を 作 成 いた し ま す。 相 談 支援 は 、 介 護 支 援

専 門 員 (ケ ア マ ネ ジャ ー )が 、専 門 的 な 知識 と 技 術を も っ て、 利 用 者 並 び に

家 族 の 同意 を 得 なが ら 進 めて ま い り ます 。 利 用者 が 可 能 な限 り 住 み な れ た

地 域 で 、有 す る 能力 に 応 じ自 立 し た 日常 生 活 が送 れ る よ うに 保 健 、 福 祉 、

医療 サー ビス 等 を調 整及 び提 供に 努め ます 。

相 談受 付： 月 ～金 （祝 日を 除く ）午 前８ 時３ ０分 ～ 午後 ５時 ３０ 分

相 談方 法： 電 話相 談、 訪問 相談 、来 所相 談

（２ ）介 護予 防支 援 事業 （介 護保 険事 業）

町 地 域包 括 支 援セ ン タ ーか ら の 委 託を 受 け 、要 支 援 と 認定 さ れ た 方 に 対

し 、 要 介護 状 態 とな る こ とを で き る 限り 予 防 する こ と を 目的 と し 、 予 防 プ

ラン の作 成を 行 いま す。

介 護 支援 専 門 員が 担 当 し地 域 包 括 支援 セ ン ター の 職 員 と共 に 、 よ り 自 立

した生活が送れるように、介護予防サービス、地域の保健、福祉、医療サー

ビス を調 整し 提 供に 努め ます 。

相 談 受付 ： 介 護予 防 支 援に つ き ま して は 、 町地 域 包 括 支援 セ ン タ ー に ま

ず ご相 談く ださ い。

（３ ）要 介護 認定 調 査の 受託

区 市 町村 か ら の委 託 を 受け 、 要 介 護認 定 調 査を 実 施 し ます 。 居 宅 に 限 ら

ず、 介護 老人 福 祉施 設の 入所 者の 認定 調査 も実 施し ま す。
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■ 一般会計 （単位：千円）

合 計
法人運営
事 業

地域福祉
事 業

ボランティア
推進事業

生活福祉資
金貸付事業

介護事業 受託事業
勘 定 科 目

【経常活動による収支】

収

入

会費収入 4,300 2,949 641 710 0 0 0

寄附金収入 2,500 1,368 966 166 0 0 0

経常経費補助金収入 40,799 31,934 1,298 7,567 0 0 0

受託金収入 17,392 0 2,160 0 119 5,751 9,362

事業収入 1,726 0 1,126 600 0 0 0

共同募金配分金収入 2,730 404 1,964 362 0 0 0

介護保険収入 57,146 0 0 0 0 57,146 0

自立支援費等収入 78 0 0 0 0 78 0

利用料収入 1 0 0 0 0 1 0

雑収入 81 80 0 0 0 1 0

受取利息配当金収入 361 160 62 138 0 1 0

経理区分間繰入金収入 2,972 1,483 0 0 0 1,489 0

経常収入計(1) 130,086 38,378 8,217 9,543 119 64,467 9,362

支

出

人件費支出 85,519 30,653 672 6,722 0 40,996 6,476

事務費支出 9,983 3,340 132 737 50 5,484 240

事業費支出 27,641 2,860 4,556 1,346 69 16,164 2,646

助成金支出 1,374 0 1,374 0 0 0 0

経理区分間繰入金支出 2,972 0 1,483 0 0 1,489 0

経常支出計(2) 127,489 36,853 8,217 8,805 119 64,133 9,362

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 2,597 1,525 0 738 0 334 0

【施設整備等による収支】

収
入
施設整備等収入計(4) 0 0 0 0 0 0 0

支
出
施設整備等支出計(5) 0 0 0 0 0 0 0

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) 0 0 0 0 0 0 0

【財務活動による収支】

収
入
財務収入計(7) 0 0 0 0 0 0 0

支
出

積立預金積立支出 2,263 1,525 0 738 0 0 0

財務支出計(8) 2,263 1,525 0 738 0 0 0

財務活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -2,263 -1,525 0 -738 0 0 0

予備費(10) 1,334 1,000 0 0 0 334 0

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) -1,000 -1,000 0 0 0 0 0

前期末支払資金残高(12) 1,000 1,000 0 0 0 0 0

当期末支払資金残高(11)+(12) 0 0 0 0 0 0 0
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■公益事業特別会計 （単位：千円）

合 計
居宅介護
支援事業

福祉会館
管理事業勘 定 科 目

【経常活動による収支】

収

入

受託金収入 9,513 0 9,513

事業収入 200 0 200

介護保険収入 14,200 14,200 0

雑収入 49 1 48

受取利息配当金収入 1 1 0

経常収入計(1) 23,963 14,202 9,761

支

出

人件費支出 12,973 12,973 0

事務費支出 967 967 0

事業費支出 8,523 262 8,261

経理区分間繰入金支出 1,500 0 1,500

経常支出計(2) 23,963 14,202 9,761

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 0 0 0

予備費(4) 0 0 0

当期資金収支差額合計(5)=(3)-(4) 0 0 0

前期末支払資金残高(6) 0 0 0

当期末支払資金残高(5)+(6) 0 0 0

※共同募金会納付金は、翌年度の奥多摩

町の地域福祉活 動費に充てられます。

■歳末たすけあい運動事業特別会計 （単位：千円）

歳末たすけあい
運動事業

勘 定 科 目

【経常活動による収支】

収

入

募金収入 3,199

雑収入 0

受取利息配当金収入 1

経常収入計(1) 3,200

支

出

事務費支出 130

事業費支出 900

共同募金会納付金 2,170

経常支出計(2) 3,200

経常活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 0

予備費(4) 0

当期資金収支差額合計(5)=(3)-(4) 0

前期末支払資金残高(6) 0

当期末支払資金残高(5)+(6) 0
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月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

2月19日 5,000円
陶雛展の収益金の一部を福祉
のために

川井702-5 市倉澄代

2月19日 100,000円 亡父茂一様の生前謝意として 小丹波457-3 茅野トキ子

2月20日 89,546円 福祉のために 匿 名

2月23日 3,000円 福祉のために 匿 名

2月25日 3,000円 福祉のために 匿 名

3月16日 4,893円 小銭を貯めて福祉のために 氷川1871-1 栃久保ママさんクラブ

3月24日 3,000円 車イスを借りたお礼に 匿 名

2月16日 紙オムツ 多数 匿 名

2月18日 未使用切手 多数 匿 名

2月23日 商品券 6枚 匿 名

2月26日 ポータブルトイレ・消臭剤・シャワーチェア 匿 名

3月26日 タオル 48枚 白衣 2枚 棚沢83 鈴木花江

( 敬 称 略 )平 成 ２ 1 年 2 月 1 6 日 ～ 3 月 ２ 6 日

去る３月３日(火)に奥多摩文化会館に於いて、古里・氷川保育園、ぐー・ちょき・ぱー、

ちびっこクラブの皆さんをご招待して、保育園児観劇事業を開催いたしました。

今年度は、奥多摩でも何度か公演をし好評の、劇団「風の子」による「小さな劇場」を公

演しました。手を使って色々な表現をする「手遊び」や、紙を使って動物や人形を作る「紙

遊び」、ダンボールだけで演じるシンプルだけど楽しい、ダンボール劇場「ぞうのエルマー」

など、目の前で楽しい「遊び」を見て、皆さん目を輝かせて見ていました。

なお、この事業は歳末たすけあい・

地域福祉募金の一部を使い開催いたし

ました。
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社会福祉事業につきましては、日頃から格別のご理解、ご協力を賜わり厚く御礼を

申し上げます。

今年も例年のとおり、社会福祉協議会の会員増強月間として６月１日から会員加
入と会費納入をお願いすることとなりました。

社協が実施する福祉事業は、会員による会費が主な財源となっております。今後、

ますます増大する福祉ニーズに的確に対応していくためには、町民一人ひとりのご協

力が大きな支えとなります。ぜひ、社協が行う地域福祉事業にご理解いただき、会員

への加入をお願いいたします。

正 会 員 １口 １，０００円

特 別 会 員 １口 １０，０００円

会費の納入は、自治会を通してお願いしておりますが、社会福祉協議会窓口におき

ましても受付しております。また、事業所などにつきましては、お電話をいただけれ

ば、こちらからお伺いいたします。

会費の納入は、１年を通して受付けておりますが、６月

を増強月間として、取扱期間とさせていただきます。

町民の皆様には、日頃から赤十字事業にご理解とご協力を賜わ
り感謝申し上げます。
本年度も、５月１日～３１日までを重点期間とし、赤十字社員

への加入と事業資金へのご協力をお願いいたします。
日本赤十字は、世界の平和と人々の幸せを願い、災害救助や福

祉などの多くの事業を実施しております。

皆様よりご協力いただきました事業資金は

◎海外での紛争や、災害による被災者への救援活動のために

◎伊豆七島などへの巡回診療や救急法・家庭看護法などの講習のために

◎献血バスの整備や献血運動推進のために

◎看護施設等の運営のために

◎看護師の養成のために

など幅広く役立たせていただいております。
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〒198-0212 西多摩郡奥多摩町氷川1,111

電 話 0428-83-2761 FAX 0428-83-2774

E-mail:zaitaku@okusyakyo.or.jp

奥多摩町高齢者在宅サービスセンターは、介護または介護支援が必要な方に通いでご

利用いただく施設です。

ご利用される皆様に、楽しんでいただきたく、季節に応じた行事を開催しております。

１月は、餅つきを行い、ご利用者の皆様にお餅をついていただき、つきたてのお餅は、

ぜんざいにしていただきました。

２月は節分の豆まきを行い、センターに悪い鬼が２匹現れました。悪さをしましたの

で、悪い鬼へ目がけて豆を投げ、退治しました。

３月は、ひな祭りです。ご利用者の皆様にお

雛様、お内裏様に大変身していただき、記念写

真を撮りました。

月・水・金曜日の夕飯をお届けする配食サービスを実施しておりますが、この４月

のご利用分から利用料金が引き下げられます。一食あたり７００円が５００円になり

ます。また、引き続き所得に応じた減額措置もありま

す。

詳しくは、奥多摩町高齢者在宅サービスセンターへ

おたずねください。
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ボ ラ ン テ ィ ア 通 信
ボ ラ ン テ ィ ア ・ セ ン タ ー お く た ま

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
〒198-0212奥多摩町氷川199

（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
電 話:(0428)83-3855
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

Ｎｏ．58
開所時間

月曜～金曜

午前8時30分～

午後5時30分

４月１８日（土）福祉会館において第１１回福祉バザーが開催されます。

この福祉バザーの収益は、年々多様化する福祉需要に対し効果的な地域福祉事業が展開で

きるようボランティア基金の財源とされます。

今年も盛会に開催できますよう、町民皆様のご理解、ご協力をお願いします。

※詳細は、裏面又は、自治会配布のチラシをご覧下さい。

なお、バザー終了後「ボランティアの集い」として、残り物オークションやビンゴゲーム

など行います。ボランティアセンターにボランティア登録をしている皆さん、そして、これ

から登録をして活動してみたいという皆さん、ボランティアの輪を広げる機会です。

参加をお待ちしておりますので、お気軽に足を運んで下さい。

ボランティア養成事業の一環として、６月から１２月上旬（予定）までの毎月、第１、第

３、第５木曜日の午後７時より、福祉会館（１階ボランティアセンター）で、手話講習会が

開催されます。手話を学んでみたい方、初心者の方、経験は問いません。親子での参加も大

歓迎です。受講料は無料ですが、初めての方はテキスト代1,000円が掛かります。

手話に興味のある方、ぜひ、参加してみて下さい。

※申し込み・問い合わせは、ボランティア・センターおくたまへ

～３月３０日

《 使 用 済 切 手 ・ テ レ カ 》
原 島 た い 子 様 澤 本 和 容 様 朝 日 建 設 ㈱ 様

野 村 Ｖ Ｔ Ｃ ㈱ 様 ト ミ ヨ 会 様 町 観 光 産 業 課 様

栃久保ﾏﾏさんｸﾗ ﾌﾞ 様 グリーンウッド奥多摩 様 奥 多 摩 工 業 ㈱ 様

青 梅 警 察 署
山 岳 救 助 隊

様
小 河 内 貯 水 池
管 理 事 務 所

様

品 名 数量 品 名 数量 品 名 数量 品 名 数量

防水ライト 5 メガホン 5 ハンドメガホン 1 毛布 30

ブルーシート 5 発電機 1 投光機 1 救助工具セット 1

軍手 240 防塵マスク 2 救急セット 1 保存飲料水 48

非常食 50 コードリール 2

災害時におけるボランティアの活動用品として、下記の防災用品を整備しました。
今後も、必要と思われる防災用品を、整備していく予定です。
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10:00～13:30 開催！ 
 第１１回となります福祉バザーが、住民皆様

をはじめ多くのボランティアの方々のご理解、

ご協力により開催されます。 

 この福祉バザーの収益は、年々多様化する福

祉需要に対し効果的な地域福祉事業が展開で

きるようボランティア基金の財源とされます。 

 今年もこの福祉バザーが盛会に開催できま

すよう、町民皆様の更なるご支援をお願いいた

します。 

【会場】 

奥多摩町福祉会館 

【駐車場】 

・奥多摩工業㈱さん

社有地 （福祉会館  上） 

・氷川小学校校庭 

2009 年４月１８日(土)  

主 催 ： 奥多摩町社会福祉協議会 

運営機関 ： ボランティア・センターおくたま運営委員会 

後 援 ： 奥多摩町 奥多摩町議会 奥多摩町自治会連合会 

協 力 ： 奥多摩町民生児童委員協議会 奥多摩町老人クラブ連合会 町内福祉施設 

           個人・団体登録ボランティア  町役場職員 

  
物品提供にご協力下さい 
（収集方法は裏面をごらん下さい） 

☆食料品 賞味期限が４月末以降の物 

       お米、調味料等は毎年好評です 

☆日用品・雑貨品（故障していない物） 

☆食器類 （ひび割れ等ない物） 

☆おもちゃ類（故障していない物） 

☆衣類 （未使用かクリーニング済の物） 

 模擬店もあるよ ！ 

 焼きそば たい焼き うどん 
 まんじゅう ポップコーン 射的 
 あんみつ フランクフルト 
 輪投げ 五目ごはん ジュース 
  ピザ クッキー ケーキ 

( １６ )


